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中村一明と海洋

藤岡換太郎(東京大学海洋研究所)

����啊��

且.はじめに

������整�整�獵�敲��祐

Thouart㎜ore1ove1yandmoretemperate:

副畧桷楮�摯獨慫整���楮杢畤����

��畭浥�猱������潯獨�����

卯浥瑩浥�潯�����晨�癥����

Andoftenishisgo1dcomp1exiondimm埴,

��癥特晡楲�潭晡楲�浥瑩浥��楮��

Bychanceornature'schangingcourseuntrim㎜'d:

���整敲��畭浥���湯瑦�攀

���数���楯湯晴�瑦�牴�畯���

�����慴�牡��畷慮���楮�����

��楮整�����潴業整�畧����

卯�湧慳浥�慮�����祥獣慮�攬

卯�湧�癥���慮������晥瑯���

�慫���攀

<ソネット(十四行詩)十八番〉

シェイクスピア(1564-1616)

君を夏の目にたとえようかP

君はそれよりも優しく穏やかだ.

荒六しい風は五月の花の愛らしい蕾を揺さぶり

夏の期限はあまりにも短い.

時折太陽は暑過ぎる程照り輝く.

だがその黄金の顔はたびたび騒らされる.

また時として美しいものはみた傾いて

偶然とか移ろい易い自然の行程によって

美を奪いとられる.

しかし君の永遠の夏は橿せることはたく

君がもっている美の財を失うこともたい.

｢死｣は君が死の陰をさ迷うと

誇らし気に語ることはない.

永遠の死の中で君が時と一つにたるときには.

人が生き目がものを見る事ができる限り

この詩は生き続け君に命を与える.

(鈴木千種訳)

暑く乾いた真夏の道路を歩いているとき私の胸の中

にシェｰクスピアのソネットの詩とともに中村氏の姿カミ

浮かんでくる.あの日もこんたに暑い目だったろう

か～その時南洋のヤップ島近くの洋上にいた私のもと

に一通の悲報カミ届いた.中村一明氏は第四紀学会主

催の討論会の発言の最中に倒れ再び帰ることのない人と

たったのであった.世界は偉大た地球科学者を失い

そして私自身は欠きた心の支えを失ってしまったのであ

る.

中村氏はここ数年来海洋底地球科学の分野にも深い関

心を寄せられ自らも研究調査船に乗り込み海洋研究の

実際を経験された.このような背景には当然氏が1984

年から行われた日仏共同目本海溝計画(KAIK0計画)の

第2節で共同主席研究員として活躍された事があげられ

る.そしてこの期間のみたらずその前後そして亡く

なられる瞬間まで海洋の研究が彼の頭の中からは離れた

かった.そのことは彼の最期の発言の中にもよく表わ

れている.

中村氏の突然の死は本人も夢想だにしたがった全く･の

不測の事態であったに違いたい.従って氏の頭の申に

は今後5年或いは10年の問に海洋底地球科学の分野でた

すべき事柄がつまっていたに違いたい.しかしそれは

彼の死とともに遠い黄泉の世界へと持ち去られてしまっ

た.海洋を研究する我六にとっては思いもかけたい欠

きた損失である.しかし今ここで浩然自失の我々に出

来る唯一の事は中村一明氏カミ残された多くの輝かしい

遺産を発掘しその中から我冷が放すべきことを見出し

それを遂行することであると思われる.この小文では

中村一明氏の海洋地球科学への動向を振返り今後をされ

るべき重要た海洋地球科学の問題について考察する.

地質ニュｰス408号�



中村一明と海洋

一47一

そして私自身の中村先生への追憶も同時に加える.

従ってこの小文は中村一明氏の全生涯に亘る研究史を

示すものではたく主として彼の1980年以降のすたわち

彼がKAIKO計画に携さわってからの彼の研究史を私

の主観に従って取り扱ったものである.そして彼が

今後海洋の分野で何を目指していたのかをまとめてみた

ものである.それらのうちのいくつかは今後早急に解

決すべき重要た問題を含んでおり我々海洋の研究者に

残された欠きた課題であると言わねぱたらたい.

中村一明氏の地球科学全体に対する貢献や業績に関し

ては30年以上も彼といっしょに仕事をしてきた杉村

(1987)の文章に詳しい.私は中村一明氏の全生涯のう

ちの最期のほんの5年間をともに海洋の仕事をやってき

たにすぎない.私が敢えてここで筆を執る理由は彼

が生きていたら必ず残りの生涯を海洋の研究にも向けて

いたと信ずるからでありそれは彼の生き方の論理的必

然であると思うからである.そのことはこの小文を読

むに従っておのずから筆者の考え方として理解していた

だげるものと思う.

2｡中村民倒れる一その前後一

1987年8月は我表が忘れることの出来たい月とたって

しまった.

世界の偉大な地球科学者中村一明博士は昭和62年8

月7日(金)東京大学山上会館で行われていた座談会

｢日本第四紀地図をどう読むか｣での発言中に突然倒れ

られそのまま意識回復することたく8月12目(水)

午後13時02分不帰の人となった.

中村氏の談話の内容は東大出版会のカセットテｰプに

納められているカミその全文は第四紀学会誌にすでに掲載

されている(第四紀研究1988).この中で中村氏は以下

に述べる二つの重要なことを指摘されているように思わ

れる.

その第一は発言の前半の部分で次のようである.

｢略……僕は(第四紀)地図に海上保安庁の地図を使われ

たことは大変なことだと思ってそれを大変高く評価L

たいと思います.……略……弧状列島を考えるのに海溝

から日本海までの間を考えるのではなくて東北日本の

海岸から日本海の海岸まで見ているという傾向は今で

も非常に強いと思うんですね.･…･･略｣.これは島弧

の断面を考えるのに多くの人カミ海の申に沈んでいる海溝

や縁海を含めた島弧一海溝系の全体を見るのではなくて

陸上の部分しか考えていないという事を指摘していると

思われる.

第二は発言の後半の部分である.r略……全目本を

1988年8月号

通して見たらどうであるかとか東北日本アｰク全部で

はどうであるとかあるいは北海道から九州まで全部通

して見たらどうだ……略｣.これは島弧に沿ってもの

を見る事或いは日本全体としてものを見る事の重要性

を指摘されていると思われる.この二つの点は中村氏

の地球科学に対する終止一貫した態度であった.

中村氏の言葉がとぎれた後彼がどのようた発言をし

ようとしていたのかは誰にも分からない.そして中村

一明氏カミ山上会館で倒れたその時私達は白鳳丸の船上に

あった.私達はKH87-3次航海のため8月初めにグア

ムからヤップヘ飛び8月3目にヤップ島から白鳳丸に乗

り込んでヤップ島の陸上の地質調査及びその周辺の海

底の調査を終了し一路東京へ向う途上にあった.そし

て白鳳丸は8月13日10:00に晴海埠頭に着く予定に

たっていたのである.その前後の船内での私達の受け

とめ方を航海日誌より拾い出してみたい.

8月7日(金)真夜中に最終測点深海カメラ作業を終

えマリアナ･ヤップ海溝会合部を越えて一路東京へ.

LEG終了の打ち上げ会を次席研究員(藤岡)室でやる.

木村学･竹内章･木下正高･芦寿一郎･倉本真一･渡辺

正晴･松岡裕美が集まって航海の跡をたどる.

一中村氏の倒れた事を知る曲もたい一

8月10目(目)昼食時に電報受け取る.発信は東大

海洋研平朝彦氏であった.内容は以下のとうりであ

る.r8月7目中村一明先生山上会館でたおれる.

クモ膜下出血心臓一時停止.現在超危篤打つ手

だしまずは連絡まで｣竹内君や木村君にこの事を報ら

せるべきかどうか迷う.結局報らせる.私同様に二

人のショックはおおうべくもない.

8月11日(火)調査海域で同業者に会うのは楽しい.

白嶺丸フレッドムｰア号に出会った.夕方再び電報

受げ取る.｢中村先生依然として悪し.ほぼ脳死状'

態である.東大病院でも全力をあげているがおそらく

絶望｣.この電報を受け取るまでもなくそのようた状

態を我々は容易に想像することが出来た.我々はせめ

て日本に帰るまで中村氏カミ生きてくれていることのみを

神に祈った.

8月12日(水)早朝ワヅチの霞石に電話で起こされ

た.大島の側線をどうしたらよろしいでしょうかとい

う相談である.寝ぼげまたこでブリッヂに行くと目の

前に｢大島｣があった.この目に大島を通過したこと

は奇遇であったと言わねほなるまい.白鳳丸は12時に�
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表1中村一明氏の研究航海乗船記録

1.よみうり号とその母船第23卓成丸

1964年9月約2週間

調査海域粟島周辺

調査目的新潟地震の活断層の発見

㈭�数�慄物�楮材��捴��������来�

1978年3月21日Guam出港

5月16日Guam入港57日間

調査海域マリアナトラフとマリアナ前弧域

調査目的深海掘削によるマリアナのテクトニクス

3.KT83-20次航海(東京大学海洋研究所淡青丸)

1983年12月5日(月)横浜港出港

12月12日(月)横浜港入港8目問

調査海域相模トラフと房総海底崖

調査目的日仏海溝計画の予備調査

飯山敏道(東大･理)中村保夫(東大･教養)

小川勇二郎(九大･理)

竹内章(富山大･理)古田俊夫(東大･海洋研)

渡辺正晴(東大･海洋研)

古家和英･谷口英嗣(日大･学生)

藤岡換太郎(東大･海洋研)

4.たつしま｢しんかい2000｣

1984年6月11目

12目

2日間相模湾

1974年伊豆沖地震断層

5･ジヤソシャノレコｰ(R/vJeanCharcot)

1984年6月21日清水港出港

7月9日東京港入港19日間

小川勇二郎(九大･理)木下輩(千葉大･理)

浜野洋三(東大･理)

竹内章(富山大･理)瀬野徹三(建設省建築研)

内山昭憲(東大･海洋研)

棚橋学(工技院地質調査所)

藤岡換太郎(東大･海洋研)

6･ナジｰル/ノチｰル(Nadir/Nauti1e)

1985年7月13日清水港出港

7月27日東京港入港15日間

中村保夫(東大･教養)小川勇二郎(九大･理)

金沢敏彦(東大･理)

竹内章(富山大･理)

藤岡換太郎(東大･海洋研究)

日本に迫りつくまで中村氏が生きておられたことは私に

は偶然ではないようだ気がしてたらたい.

13日は晴海埠頭入港後の積みおろしを若い人達に任せ

て私と竹内草木村学の三人は江古田斎場へとタクシ

ｰをとばした.事情のわからたい私達の心は斎場へと

はやった.しかし中村氏はすでに冷凍室の中で眠って

屠られた.私達は再び会うことのたい中村氏に永遠の

別れを告げた後浩然と海洋研究所へ戻った.

中村氏の倒れた前後は夏休み中の為調査のかき入れ時

で多くの人々がフィｰルドに出かげていたに違いない.

私達は折悪しく研究船に乗船していて外国出張してい

た.また何人かの人々がIUGGのため渡米していた

り渡米の直前であった.

通夜は8月15目(土)千駄ケ谷の千日谷会館で行たわ

れた.中村一明氏の写真をみるとまるで杉村新(1987)

の書いているように｢ちょっと天国へ行ってきたよ.｣

というような印象を受ける.

葬儀は8月16目(日)同じく千日谷会館で行なわれ

多くの人々の見送る中で茶毘にふされた.

海外の友人や共同研究者達から多くの弔電が届いた

(表1).披露されたものを見るといかに彼の研究分野

が多岐にわたっていたか又いかに多くの人六が彼の突

然の死を惜しんでいたかカミよくわかる.

10月23目(金)には神田の学士会館で｢中村一明氏を

偲ぶ会｣カミ開催され多くの関係者が集まって故人を偲

んだ.スライド大会立食パｰティで故人の様々た

エピソｰドが白黒のスライドも混じえて披露された.

中村一明氏の姿はもうこの世の中にはなくやがて多

くの人々の記憶から消えてLまうのだろうか?いいや

決してそうではたい.私は中村氏の論文や業績もさる

ことなカミらそれ以上に人との会話や議論を通して人戊の

心の奥深くに中村一明氏の姿カミ焼きついているように思

えてたらたい.海洋に関する問題については後に述

べるテｰマを考えるたびに中村氏カミすぐそばに居るよう

だ気がしてたらたい.我表はここで彼の地球科学の会

野に与えた業績を心静かに振り返って科学史の中のぺ

一ジとしてとらえるべきであろうと思う.

東京湾羽田沖に投錨し明目の入国手続の準備を始め

た.平朝彦氏より電話で中村氏の死亡を報せてきた.

明日接岸後に中村氏に会いに行こうと思った.

南海の洋上で｢中村民倒れる｣の悲報に接し東京へ戻

るまでの3目問の私の心境は筆舌には尽くし難い.こ

の問に中村氏の生涯のフィｰルドである大島を目前に見

3.研究航海

中村一明氏は全生涯のうち約100日を海洋で研究船上

に遇こしている.ここではそれぞれの研究船上で彼が

何を考えどのようた船内生活を送ったのかを振り返っ

てみたい.中村一明氏カミ乗船した研究航海を妻1に示

した.それらは以下に述べる全都で6航海である.

(1)粟島の調査
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写真1カナ･キオケ号の中で.写真左が中村氏.国際深海

掘削計画第60節の主席研究員上田誠也氏DonHussong

(鈍破損)氏名はブライアン･テイラｰ氏.

1964年6月16目には新潟地震が起こった.中村氏は

このとき｢よみうり号｣に乗り込んで海底の調査を行た

っている.この間の事情は森本(1964)に詳しい.

6月16目に新潟地震が起こり翌17日にたって粟島が隆起

していることがわかった.森本松田中村氏は17日

夜急蓬車で東京を発って現場へ急行している.このと

きに一25mの海底に西北方へと傾動する海底段丘が発見

されている.新潟地震に関連した一連の潜水調査は現

在から見ても画期的たものであり中村氏は潜水調査の

難しさに直面されそしてそれらに付随する多くの技術

的た面をこの時考案された.

(2)国際深海掘削計画第60節

これは1978年の国際深海掘削計画(DeepSeaDri11ing

Project)第60節航海でグアムからグアムまでの航海であ

る.この航海はマリソナ海溝の前弧域から背弧域にか

けてのトランゼクトボｰリングをやりマリアナのテクト

ニクスを明らかにしようと意図したものであった.米

国側の主席研究員はDonHussOng(鈍破損というアダ名

を中村氏はつけている)で日本側のそれは東大地震研の上

田誠也博士であった(写真1).研究航海全体の成果に

ついてはイニシャルレポｰトの他様々の論文が提出さ

れている.しかL中村一明氏は乗船者が全員で書く

SiteChapterに貢献した以外は自分では何も論文を書

いていない.これについては様表た説がある.上田

誠也氏に聞くと｢あれは中村がたださぼっておっただけ

です｣と言う.玉木賢策氏によると｢中村氏は上田さ

んに強引に海洋にひきずり込まれたのです｣と言う.

小川勇二郎氏に言わ量るとr中村氏は乗船研究者が好き

勝手なことをする中で自分一人が全体のSiteChapter

のために骨を折ってそれを書き上げたため他の研究にま

1988年8月号

で手がまわらたかった｣ということである.また小林

和男氏によると｢中村氏は泥の物性をいろいろ測った

りして彼たりの何かをやろうとしていたらしんだけれど

まとめるところまで行かなかった｣という.この航海

ばかりは実際にどうであったのか全くわからない.小

林和男氏の談話からは中村(1980)のrなぜハワイ火山

では長いriftZOneが生ずるのか｣の論文に見られる深

海堆積物に関する考察があるいはこの航海のときに芽

生でいたのかも知れないと思われるふしがある.

(3)KT83-20次航海

1980年パリで開かれた万国地質学会の頃日本とフラ

ンスとで協力して日本周辺の海溝を潜水艇でもぐって調

査しようという案がフランス側から出された.フラン

スは1974年のFAMOUS計画では米国と共同して大西

洋中央海嶺の北緯36度付近に潜航Lており国内では

HEATプロジェクトと呼ばれるヘレニック海溝の調査

が終わっていたところであった.

このミｰティングにはフランスのルピション(LePic-

hon)オｰボワソ(AubOuin)カテ(Cadet)らが参加

しており日本人では当時渡仏していた上田誠也氏中村

一明氏らの方々が参加していた.筆者も丁度その当時

フランスに滞在しておりこの話の行なわれた現場にいた

のである.その後目仏共同のこの計画はフランスの海

洋開発庁と日本の文部省の問で正式にとりきめられるこ

ととたった.

そのような折に日本側の主席研究員として飯山敏道

(第1節)中村一明(第2節)小林和男(第3節)の三

氏カミ決まり調査海域として南海トラフ駿河トラフ

相模トラフ海溝三重点第一鹿島海山目本海溝が選

ばれた.

中村一明氏は海洋研究の経験の少ないことを理由に

して東大海洋研究所の藤岡換太郎を自分の補佐役として

選んだ.このときに筆者と中村一明氏との長く深い筈

のつきあいがスタｰトしたのである.日仏共同で日本

の周辺を調査するためには我々は自分の周辺の泰をよく

知らたけれほたらない.そのために東大海洋研究所の

共同利用船である淡青丸によるKT83-20次航海で日仏

の予備調査を行なうことが藤岡によって提唱され実施さ

れた.

表2のようにKT83-20次航海は1983年12月5日から

12目までの8日間相模トラフ海域を中心に行なわれた

(表1).この航海にはKAIKO計画に参加した研究者

のうち7名が参加した(写真2).

これは12月という日本付近の荒天状況を考えるとかた

りのハｰドスケジュｰルであった.毎日議論や作業が

行なわれた.房総海底崖付近のPDRによる地形調査�



一50一

藤岡

換太郎

表2海外の研雰者からの弔電

中村一明氏の突然の死は海外の研究考にとっても全く同様

にショックであった.そのうちいくつかをここで紹介Lた

い.

小林和男宛の日仏共同研究老の電文8月13日オルレアン

発

坥�数�獨������睡�畴��慴�攀

deathofPro£NAKAMURA.Hehasademanding

獣��楳�楴����晥�楯���������汯�

��慴��浯���

周�畧�畴���慳琱����睡�敲�捴�

�敷楴�����捨�����潰敲慴�数�杲�

慮��祥�步�漱�����佯�牡瑩潮��楳

���浩湧慣汯�����

����慳��慧�慴獣��楳��睥��愀

癥特晡楴�由����

�倮��琬���癥琬倮�捨潮慮摘���

�渮

また0DPテクトニックパネルの議長であるDlCowan

が平朝彦にあてた電文は以下のとおりである.

ToAs出ikoTAIRA,

の���潦��佉�協散瑯��������

浹��敲散潮摯���潮��楮杯晋�畎��

����慴���������������

の�整散瑯������楴獰��捥����捴�攀

�牧楮獰慮��敷��湧���物���楳����

摧�晴��潴散瑯��慮��慴�癯�慮楣慮摧�

���������晴�����猱慮�瑯��慮�

��楳����楮���獷敲�漱����摯�

来漱�楣�慮摧���楣����捥�������

wedatrueapp1icationofhowdriエ玉ingcou1daddr-

�������潢��潮慧������

�敲�������数���昱�献��慴�

va1uedKazu'swisecomseLHetaught㎜emuchab-

outJapanesegeologybothinthe丘e1dandatour

meetings.Ia1soanindebtedtohimforheエpingto

arrangemy五rstvisittoJapanin1983whichwasa

㎜i1estoneinmycareer.

DarreユCowan.

またHIGBrainTay1or氏からは次のように打ってきて

いる.

��慨楫潔���

�����潮渭票�牴晥���漱�捥�潴�

晡浩�慮�物��潦��乁������浥�

�楳��瑯��敷�晨楳�業���楮��慴楯�

����獣��散潭�����杲�琱祭楳獨楳

楮��瑳慮�����

������

写真2KT83-20次航海のメンバｰ.左から3番目が中村氏.

やドレッチグラブによる海底の底質の採集深海カメ

ラによる露頭の観察カミ行なわれその結果は地震研究所彙

報に印刷された(藤岡他1984).

房総海底崖の地形は当時海上保安庁水路部(1978)の

20万分の1の海底地形図が最も詳しい地形図であった.

PDRの調査をやりながら房総海底崖が複数のニコｰ

をもつ複雑た急斜面であることと当時巨大雁行地割れ

群として表現されているものカミ何となくおかしいという

印象を持った.この結果はその直後海上保安庁水路部

によって蛇行する海底谷であることが示され更に日仏

KAIKO計画でもその事が再確認された(加藤他1985).

中村一明氏はこの航海では主導的立場にたたれた.

航海ではワッチ体制に分れてPDRの時刻水深の読取

りビデオプロッタｰの表示の写しや採泥の準備や資料

の整理等三人一組とは言えその内容は極めてハｰドなも

のであった.12月の海は荒く船が35度も傾いて多くの

人表が船酔をしてタウソしたが中村氏はそんなことを全

く意に介していないようであった.船内では毎目地図

の上にサンブル勢の点を落としては議論に花を咲か世

だ.ここでは殆ど毎日中村流の話を聞かされてそれに

他の人々が反論したり同意したりするのが常であった.

しかし後にたってこの時の議論は私達には大いに役立ら

だ.房総と三重点の研究グノレｰブなのでBEST(Boso

Escarpment,SagamiTrough)グルｰプと名附けたらと

私が言ったらそんたに気負ってはと釘をさされた事もあ

る.ともあれ日仏のための予備調査とLてはまずまず

であったと思う.

(ユ)なつ｣ま｢しんかい2000｣

中村一明氏はKAIKO計画に先立って潜水艇｢しん

かい2000｣により相模湾の潜航調査を行なった.この

結果は茂木清夫氏と共著で｢しんかい2000｣研究報告に

書かれている.この航海の目的は1980年の伊豆半島東

方沖地震の地震断層を観察することであったが海底ヶ一

地質ニュｰス408号�
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写真3Kaiko計画の最中に行なわれたレセプション､講演を

しているのは主席研究員のヴァンサンルナｰノレ氏.

ブルが近くにあるため潜航地点は別のところへ移された

ということである(中村･茂木1985).茂木(1982)の

推定した断層の位置は初島沖のシロウリ貝群集との関係

で興味深い.

(5)ジャン･シャルコｰ

1984年にフランスの調査船ジャン･シャルコｰ

(Jeancharcot)が日本へやって来た.これらの経過や

実績については藤岡(1986)ルピション他(1985)に詳

しい.ジャン･シャルコｰは第2節が中村一明氏が主

席研究員を行なった航海であった.第2節は6月21目

に清水港を出港し7月9目に東京晴海港へ入港Lた.

この問駿河トラフ相模トラフ海溝三重点を調査し

た.調査の内容はシｰビｰムによる海底地形3.5KHz

による表層堆積物ウォｰタｰガンによる地下構造プ

ロトン磁力計による地磁気全磁力の測定TSSG重力計

による海上重力の測定だとが行なわれた.第2節のワ

ッチ体制(研究船上で機械のお守りをする体制)は0-4棚橋

竹内:4-8小川瀬野:8-0浜野藤岡:であった.

この航海の前半にはブラッキｰというフランス犬が乗

り込んでいたが病に倒れ我序の部屋の前で息をひきとっ

た.私たちはブラッキｰを駿河湾で水葬にふした.

ジャン･シャルコｰにはワｰドスタｰなどのバソコソ

類が持込まれたが中村氏はついにこれらの機械にふれる

事なく終わった.

この航海では中村氏は主としてフランス側の人達の考

えている日本のテクトニクスと日本の研究者の考えてい

るそれとの大きな食い違いを埋めるべく連日日仏両国の

研究者達と話し合いをされた.またシｰビｰムのトラ

ックを決めるためもう一人の主席であるバソサソルナ

ｰル(Renard)と水路部の海底地形図を検討された(写

真3).私は駿河トラフから相模トラフヘの移動時の航

跡の音波探査の処理を任され銭州海嶺銭州海底谷

1988年8月号

相鴨トラフ及び伊豆海嶺に関して検討した.このと

き二つの海底谷カミ銭州海底谷の水深2,100mから2,200m

のところで分岐している事に気付き後にも述べる海底谷

の争奪とプレｰト運動の向きについての考察のきっかけ

となった.中村氏はこの問題に大変興味を示され新島

海底谷と三宅海底谷でも同じ事が起こっている事を指摘

レｰト北端部の全体にわたるイメｰジをもたれたのだと

思う.

(6)ナジｰル/ノチｰル

1985年フランスの潜水艇ノチｰルは母船ナジｰノレに

積まれて日本にやってきた.第1節では南海トラフの

流軸や天竜海底谷の出口で潜水が行なわれ岩石の変形

や深海コミュニティを発見した.最後の潜航では梵天

の海でノチｰルの様々た部分に損傷をきたし清水で修理

することとなった.我々第2節のチｰムは修理が終わ

る頃の7月12目に清水港に招集がかかった.第2節で

は駿河トラフ第一鹿島海山相模トラフの潜水が予定

されており日本からは表2の人々が参加した.

清水では東海大学の研修センタｰに泊って航海用の地

図の色塗りをしたり潜水に関する議論をした.ノチｰ

ルの修理は予定より伸びて我々の路銀は目に目に減少し

て行った.清水に着いた目は寿司を食べたりしていた

のに何目かたつとラｰメンにかわっていた.議論が尽

きると麻雀になった.中村氏はもう一人の中村氏(保

夫)の｢発｣待ちの四時刻単騎待ちに振り込んでしまう

という事件が起きて麻雀をやっていた私は何かとてつも

たくいやな予感がした.

ノチｰルの修理とテストは無事終り7月13目(土)18

h30mに清水の新港を出発した.翌日はパリ祭であっ

た｡さすがにフランス人だと思ったのは7月14目の事.

である.この目連中は朝から何とたく仕事をやる雰

囲気は無くのんびりと機械のテスト等をやっていた.

結局この目は潜水はなく夕方早々には大鍋にワインやフ

ルｰツを入れたものが出てきた.全員の顔が次第に生

き生きしてきて爆竹を鳴らし大騒ぎになった.結局

夜中までドソチャソ騒ぎをやってフランスの連中はやっ

と胸のつかえがとれて仕事に打込めるようにたったよう

である.中村氏の潜水は7月16目(火)駿河トラフの

伊豆側の斜面に便斜計を設置するための潜水としてスタ

ｰトした.この頃の様子を日誌から拾ってみる.

7月16目(火)快晴diverNakamura,K.中村一�
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←写真4

Kaiko計画で

駿河トラフに

潜水する前の

準備運動をす

る中村氏.

↓写真6

潜航を終えた

研究老を出迎

える中村氏.

潜水者は藤岡

換太郎.

↑写真5

駿河トラフに潜航するためノチｰルに乗り込む中村

氏.

↓写真7東京晴海埠頭での記者会見.

主席研究員ポト.

明SURUGATROUGH.竹内右舷側コンテナ屋上.

ビデオ藤岡コンテナ中腹8mm

10:30(9:30)潜航開始1,800mでトランスポンダｰ

不良につき浮上

12:OO頃(11:OO)回収するトラポソの修理｡r替え

再び潜水潜水直後電気系統に異常カミ起こり再び浮上

その後頑張ってたおLたが伸表なおらず

3時すぎのdiveのabandance放送

ポトちゃんの潜ったビデオとフィルムによって明日の便

斜計の設置場所を検討した.

夜食事にクリスチャントｰマスソｰバソらにテｰブ

ルにつれ込まれて飲まされる.伸六面白い連中.

Christianはswimerで小肥りしてる30前後大酒飲

みTomasはおじいちゃんで何かよくわからたい

SAUBANは1sto箇｡erでbridgeで頑張っている

ロジェはGarGonで人はよい40歳

Christian&SAUBANは英語が出来る

ラムとワインのよいでほどよく酔って眠る.

7月17日(水)快晴diver中村一明

中村一明0BiTinsta11ation

10h50mセメント用意砂十セメント十薬十水

30sec空ま壱90secmixおけに入れて氷で冷やす

昼食後屋上で眠った.とても日焼けしてしまった.

天気のよいのも今日いっぱいか?

OBiTの場所は流れカミ強く全体がたおれぎみ.

最終的には回収

水が入っていたとすると300気圧以上にたる.

回収時Sw12m/sで波高は約1mあったが問題は

たかった.

散次格闘の末傾斜計はノｰチｰルがうでにかかえて上

カミって来る事にたった.

中村氏は実に8時間にわたる潜水となったにもかかわら

ず元気.

地質ニュｰス408号�
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��祭整物捃�牴潦琱����橡捥�瑯卡条浩���

(作業用〕

H}』m町叩阯｡D即π1皿｡n一.^1.S一^.｡I9吾5.

6舳1画O年海上保安庁ホ蹄部

図1相模トラフとその周辺の海底地形(海上保安庁水路部1985).

ノｰチｰル回収のあと傾斜計回収.Transducerがへ

こんだ.

明目はいよいよ鹿島へ.

3度目の正直で潜水した中村氏も傾斜計の設置には失

敗して浮上してきた(写真45).ノチｰルの修理後

の日本側の最初の潜水でしかも2回のアクシデントあ

との潜水では神経がさぞ参ったことと推察される.第

2節全体として中村氏の存在は非常に大きかったと思わ

れる.中村氏は潜水者が浮上してノチｰルからでて

くるのを一人一人出迎えて下さった(写真6).このよ

うた態度はチｰムワｰクを必要とする海洋研究のようだ

仕事には主席としては最も重要な事であり全体の気配

りには並々たら頗ものがあったと思われる.ジャンシ

ャルコｰの時と同様に一人一人潜水者の話を聞き彼ら

のとってきたビデオを見たり写真を見たりして相模トラ

フ駿河トラフと第一鹿島海山の問題全体をとらえると

いう態度であった.第一鹿島海山の潜水は第2節では

なく第3節でやることにたっていたのに第2節の中に組

み込まれてきた.中村氏を含めた私達にはにわか勉強

1988年8月号

であった.この中で中村氏は第一鹿島海山地域では海

山の衝突のため海溝軸と陸側斜面カミ浅くたっていてノ

チｰルの最大潜水深度6,000m以浅の場所があり海溝の

海側から陸側へとトラバｰス出来る事を強調されてい

た.実際それは藤岡の潜水で実現する事にたる(藤岡･

1986).第2節は数々の成果を上げて終了した(写真7).

中村氏の態度の中には常に全体をとらえるつまり細

かい事ばかりに終止するのでは次く大枠の中で細かい事

がどのように位置付けられるのかという事が含まれてい1

た.

このことは彼の学問に対する終生変わら頗態度であっ

たと思われる.

盈｡海洋研究への貢献と今後に残された問題

1)海洋研究への貢献

中村一明氏の海洋への研究は実際には日仏共同目本海

溝計画に始まったと言ってよい.その前年の事前調査

KT83-20次航海はそのための大きな前進であった.

この航海の内容は藤岡他(1984)に詳しい.�
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図2トレンチウェッジのモデル(Nakamura&Tamakiより).

3章の中村氏の乗船記録をみても1983～1985年の数年

問が最も密に乗船していることがわかるが一体いつど

のようにして彼が海洋に興味を抱くようになったのかを

考えてみたい.

フィリピン海北部のプレｰト境界の論文カミ岩波科学に

出たのは1981年であった(中村･島崎1981).そのもと

になった一枚の図が海上保安庁水路部より出版されてい

る.それは図1に示したものでBathymetricChart

潦�����慣���慧�楡��湫����

(Scale1:500000)で1979年に作業用として作られた.

中村･島崎論文をみるとこの図カミ十分に活用されている

ことがわかる.石橋氏の追憶を見ると以下のような事

が書かれていた.r1980年の春私の研究室に貼って

あった水路部(1979)の相模～南海トラフ周辺の50万分

の1海底地形図にたいへん興味を示されコピｰを差し

上げたがそれがこの地域を対象にした一連の目覚しい

研究の直接の出発点にだったようである(その後何度か

“君にもらった地図でずいぶん食わせてもらったネ"と笑いがら

おしゃった).｣海上保安庁水路都発行の海底地形図が中

村一明氏に与えた影響は大きい.しかしこの地図の難

点は陸上の地形が全く含まれていたいことである.

富山大の竹内章とその共同研究者はこの地図から立体

模型を作成した.スケｰルはおよそ100万分の1であ

るがこれからは駿河トラフや相模トラフに特徴的にみ

られる沈み込み帯に特有の大きな地形構造要素が読みと

れる.この立体模型を中村武は長い間借りて毎日眺め

ていたようである.このようたことが背景にたってい

たことはいうまでもない.

中村･島崎(198工)論文は伊豆･大島に出発した彼

の研究のいわば集大成であったと思われる.すなわち

伊豆･大島に起こる噴火活動のメカニズムからくりは

島の陸上の地質を見ているだけでは決して明らかにはな

らたい.大島をのせているプレｰトすなわちフィリピ

ン海プレｰトの太平洋プレｰトやユｰラシアプレｰト

北米プレｰトの相互作用として見なければ正しく理解出

来ないことのあらわれである.そしてそのためには大

島やフィリピン海プレｰトを構成している海域の地形や

地質そして更に地球物理学的研究をも行なうことが不可

欠であることを明確に示した論文である.中村氏の最

後の発言の中には｢とにかく海に関する知識が足りたす

ぎて一･･｣とあるがもっと地形や地質等に関するデｰ

タが出てくれぽもっともっと明快に理解出来るのがフィ

リピン海であると考えておられたのであろう.

中村氏の海洋に関する最大の貢献は｢海底の地形は大

きたテクトニクスを反映しているよ｣という事を多くの

人達に教えられたごとであると思われる.後の章でも

述べるがプレｰトの曲りに伴う現象海底谷にみられる

争奪現象或いは単に海の深さが浅いとか深いとかいう観

察のすべてが大きなテクトニクスに結びつくという事を

請文でまた人との議論やコメントで更には自らも船に

乗り多くの人々に教えてこられた事であると思われる.

2)今後に残された課題

中村一明氏が海洋地球科学の分野に対して興味を持ち

自身でも手掛けられたいくつかのテｰマがある.また

論文にはたっていたいカミ海洋をやっている人々やそれ

以外の人夫にも多くの重要た談話や示唆を残されてい

る.それらのうちいくつかは今後とり上げていくべき

問題である.ここでは筆者なりにそれらに解説を加え

て列挙してみる.それらは以下の9つの項目にまとめ

ることができる.

(1)トレンチウエッジ(TrenchWedge)

海溝の水深(Trenchdepth)

天然の海底傾斜計(Ti1tmeter)

イタクション(Eduction)

コｰルドボルケｰノ(Co1dvo1cano)

応力場(Stressie1d)

サブダクションブレッチャ(Subductionbreccia)

海底谷の争奪(Canyon)

フレｰト境界(P1ateboundary)
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(1)トレンチウエッジ(TrenchWedge)

これは中村･島崎(1981)の示した物質境界での出来

事を表している.すたわち音波探査の記録を見ると

物質境界での堆積物の厚さが沈み込みが現在も起こっ

ているところでは陸側に厚くなり同時に堆積物の示す

反射面は陸側に傾いている.そしてその反射面傾斜は

下位にいく程大にたる.この傾きの程度を知る事によ

り実はプレｰトの沈み込む速度をその場で(inSite)与

えることになるものである(図2).これの一部がNa･

kamura&Tamakiで岩波科学(中村･玉木1984)や

kaikoabstract(TamakiandNakamura,1986)集にす

でに書かれている.

この方法はプレｰトの曲率半径を読み取るというやっ

かいた問題を含んではいる.もののフレｰトの速度を現場

で決めるのに極めて有効である.世界の音波探査記録

を読んで更に推し進めるべきである.

1988年8月号

(2)海溝の水深(trenchdepth)

海溝の物質境界すたわち沈み込み帯の水深は一定で

はない.中村一明氏は日本列島の東沖に並走する海

溝軸の深さに着目Lた.ノチｰルの潜水は6,000mの

深さまで可能であるがそれより深い部分超深海の部分'

の幅が千島目本海溝よりも伊豆･小笠原で広いことに

気がついた.これは実は杉村(1858)がすでに古い日

本の地図を用いて島弧に沿った方向での海溝の深さと陸

上の高さの変化について議論している｡中村氏はフィ

リピン海フレｰトが太平洋プレｰトに対して相対的に逃

げている事に注目した(このことは上田･金森1978の影響

があると思われる).この問題は第1期KAIK0計画の

函館一東京の航海で藤岡他によって受けつがれている

(Fujioka,eta1.,MS,1984藤岡1985Naka血ura1987).

(3)天然の海底僚斜計(Natura1ti1tmeter)

これは日本周辺にある海山が海溝へさしかかるときに�
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写真8房総海底崖に露出するサブダクションブレッチャ(ア

ゾジェリエ撮影).

プレｰトの曲がりの影響を受けることに端を発してい

る.海山のみたらず堆のうちいくつかは海水準変動や

地殻変動の結果波食作用をうけている.その後沈水

した堆のうち波食により平坦化Lた部分が海溝側へ傾動

しているものもいくつかある.図3に示すようにそれ

らのうち新黒瀬堆は最もそのよい例として述べられてい

る(藤岡他1984).この問題は(ユ)のトレンチウェッジ

と同様にフレｰトの沈み込む速度を現場で求めるもので

新しい方法であると言える.

(4)イタクション(Eduction)

中村･島崎(1981)の論文中で新しく提唱された現象

にイタクション(Eduction)がある1これは文字とし

てEducationに極めてよく似たまぎらわしい言葉であ

る.フィリピン海プレｰトの相模トラフでの沈み込み

を考えたとき沈み込んだものがうしろから抜け出す現

象をさしている.相模湾に厚い堆積物がたまっている

ことと無縁では恋いが問題である.

沈み込み境界は著しくセグメント化しているが沈み

込むプレｰトの運動の向きが海溝軸と著しく斜交してい

るときこのような現象が起こることが十分期待される.

このことはしかしプレｰトの運動方向と沈み込み帯の海

底地形が詳細にわかったときに初めて議論出来る問題で

ある.

(5)コｰルドボルケｰノ(Co1dVo1cano)

コｰルドボルケｰノはマリアナ海溝の前弧域でみつか

ったものでいずれも米国HIGのSeaMarcIIによ

ってハッソソ(D.Hussong)らによって明らかにされた

ものである.

これは海溝軸に極めて近い前弧域に同心円に近い等深

線を持つ海山が並んでいるものでドレッチによってそ

の多くが蛇紋岩から成っている事が明らかにされた.

このようた蛇紋岩帯は当時まで全く知られていなかった

テクトニックセッチングである.中村説によれほフ

ィリピン海フレｰトの西進によって太平洋プレｰトとフ

ィリピン海プレｰトの問に出来た隙間を蛇紋岩が埋めた

とするもので論文にはなっていたい.この問題は伊

豆･小笠原弧の前弧域にも似たような山が並んでおり

マリアナといっしょに考えるべきである.

(6)応力場(Stressield)

伊豆･小笠原から伊豆半島にかけての広域応力場は伊

豆半島が本州に衝突していることによって大いにゆがめ

られている.この事を指摘したのはもちろん中村氏

(19781980)であるがこのような広域応力場が伊豆･

小笠原弧北部から南へどのあたりまで追跡可能なのか

いいかえれぱ伊豆の本州に対する衝突の影響がどのあた

りにまで及んでいるのかは極めて重要た問題である.

この問題については七島の陸上の岩脈や断層系を見る

だけでなく広域的た海底地形を解析して答を出すことが

重要であろう.

(7)サブダクションブレッチャ(Subductionbreccia)

これは日仏共同目本海溝計画でのノチｰルの潜水で房

総海底崖で見つかっている.潜水者はアシジェリエで

あった.中村一明氏は崖錐堆積物とは少L異なるこ

の層について｢subductionbreccia｣の名前を冠むせた

(写真8).

房総海底崖は極めてユニｰクな崖である.すなわち

付加体(accretiona1prism)の下部を房総海底谷がカゾ

入蛇行しており前弧域の付加体先端部の内部を見る事

が出来るわけである.

海溝軸から上部へと変形を見ていくとその程度が漸移

的に変わっている事がわかる.アシジェリエ(Ange1i･

er)の潜水ビデオはこのことを記録しており極めて重要

なものだと考えられる.

そしてこれは陸上や海底に見られる付加体の中で起こ

っている変形に新しい分野を妬いている.

(8)海底谷の争奪

伊豆･小笠原弧の斜面には必従谷を形成している海底

谷がある.日仏共同のジャンシャルコｰ号の航海で中

村一明氏と藤岡換太郎はこれらの谷系の争奪現象に興味

を持った(Fujioka&Naka血ura,1984MS).

必従谷上の谷の争奪はフィリピン海プレｰトの運動方

向の変化を現わしているのでは扱いかというテｰゼであ

る(Fujioka&Nakamura,1984MS).二つの例があ

る.図4に示すように一つは新島海底谷と三宅島海底

谷に見られる関係であり今一つは銭洲海底谷に見られ

る関係である.この問題はシｰビｰムによるより詳

細た地形調査と同時に音波探査記録による海底谷堆積物

の性質を調べる事が重要である.

地質ニュｰス408号�
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図4新島海底谷と三宅島海底谷の争奪(藤岡1985)

(9)プレｰト境界(P1ateboundary)

これは中村(1983)にみられる北米プレｰトとユｰラ

シアプレｰトのプレｰト境界が日本付近で一体どうなっ

ているのかという問題である.プレｰト境界が一体ど

こを通るのかという問題はプレｰトテクトニクスの基本

間題であり実はそんたことはとうの昔にすでに解決済

みの問題であると誰もが思っていた.ところがこの古

くて新しい問題に中村氏はメスを入れたのであった.

これは第3回r明日の地球科学を考える会｣で小林洋二

(1983)が話した内容と同じである.同じようた問題

が実はフィリピン海にもある.それはフィリピン海プ

レｰトの境界でその南端部は実は余りよくわかっていた

い.伊豆･小笠原マリアナヤップパラオ海溝ま

ではその東及び南の端を押えていくことが出来るがバラ

オ海溝は実は消滅していくようにみえる.この南端に

関してはバラオｰハルマヘラ断層をトランスフォｰム

断層とみなす考えもある.前者の問題はSeno(1985)

やSeno&Maruyama(1984)が東北日本マイクロプレ

ｰトというマイクロプレｰトというものを新しく導入す

ることによって一応の説明を与えている.後者につい

てはヤップ島の成因との関連が重要である.

1988年8月号

以上の9つのテｰマは筆者の知る中村一明的た海洋地

球科学である.ここに盛られたいくつかのトピックス

から中村一明氏カミ目指していたものの正体がおぼろ気だ

がらつかめたように思われる.

5.中村一明先生の追憶

私カ仲村先生と親しくお話しができるようになったの

は本郷に居た学生時代ではたくてロソドソであった.

1980年に私はフランスの招待でオルレアン大学のカテ氏

(Cadet)のところに居た.この年はパリでIGC(万国

地質学会)カミ行たわれ世界の各国から5,000人を越える地

球科学者達が集まった.それに先だって前弧域のテク

トニクスに関するシンポジウムがロソドソで開かれ私も

フランスからそれに参加する機会を得た.このシンポ

ジウムには日本からも10名近い研究者が参加しており

中村先生もそれに出席されていた.折りしもDSDP

で前弧域の多くの地域カミ掘削され世界中の島弧一海溝系

の全貌を知るのに大変良い機会であった1中村先生は

当時日ソドソの高級宿に泊っておられて宿代の高い事を

しきりにぼやいておられた.ガウア通り(GowerStr一�
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eet)の私の宿が朝食付で7ポンドである事を聞いて狂

喜して翌日荷物を持って来られしばらく相部屋の生活を

送ることになった.誠に奇妙た出会いであるが多くの

方々の追憶を読ませてもらっても大なり小なりこのよう

たものであったようである.私はその後サザンアップ

ラソズ(southernup1ands)の巡検でポソヒュｰソ

(YonHuene)に誘われてブレストで行たわれるIPOD

の活動的縁辺域(ActivemarginのPanel)の会議にオブザ

ｰバｰとして参加することにした.プリムスｰロスコ

フという英仏海峡一番西のルｰトをわたってブレストの

COBへついた時日本から中村先生と南雲昭三郎氏カミ

参加していることを知った.ブレストの宿では再び中

村先生と相部屋にたった.ブレストからパリヘ戻る特

急電車は実に6時間もかかるのである.駅に着くごと

にカテ(Cadet)はワインとチｰズを買ってきてくれた.

キャピソで実に6時間にわたって議論したのは東北目本

弧沖のDSDPで得られた火山灰層に記録された東北目

本弧の噴火史とテクトニクスであった.このとき私は

自分の考えを熱っばく語りそれを静かに聞きそして問題

点を冷静に指摘して下さった中村先生を昨日の事のよう

に思い出す.新潟の火山学会では私のぺ一バｰと金沢

の守屋似智雄さんのぺ一パｰの共通点や相違点について

コメントをして下さった.1981年に国際火山学会(IA

VCEI)が東京一箱根で開かれた.このときは私の同級

生の福山君や後輩の柵山君も元気に活躍していた.私

は大島の巡検に参加Lて中村先生の説明を聞いた.巡

検には一色直記さんや地調の宇都浩三君京大の巽好

幸君カリフォルニア大の長谷中利昭君だとの火山学者

がいっしょであった.私はこの時大島へ渡ったのが実

は生れて初めての事でありもちろん中村先生から大島

のテフラについて現地で説明を受けたのも最初で最後で

あった.テフラの大露頭の前で｢地層大切断面｣とい

う立て看板があったのをこれは｢地層大切断面｣と

読むんだよと言っておられたことを思い出す.1987年

の9月には小川勇二郎さんの大島巡検で中村先生もいっ

しょに行くことになっていたのだが実現せずに終ってし

まった.私はこの時大島に唯一の酸性火山灰層のある

ことに大変興味を持ちのちにこのテフラカミ相模湾の中

で発見され相模湾の堆積速度を決める唯一の手がかりを

与えることにたった.

その後中村先生とは日仏共同海溝調査の前後を通じて

随分親しくしていただいた.共著論文である房総海底

崖の論文をまとめているときには私の部屋の机を一つ自

分専用に使われ昼休みには昼寝を欠かされたかった.

血圧が高いにかかわらず私のところに人が集まると｢紅

乙女｣を片手に遅くまで話を聞いて議論して下さった.

1984年11月にはフィリピン海プレｰト北端部の衝突テ

クトニクスというシンポジウムを東大海洋研究所で私と

中村先生とで開催することができた.この時には実に

多くの方々カミ集まって下さって様々なお話しを聞くこと

が出来た.また私がかつぎあげられて八王子のセミ

ナｰハウスでやった第2回第3回r明日の地球科学を

考える会｣にも参加して下さった.

そして日仏KAIKO計画では実地にフィｰルドで寝

食を共にし研究を行たうという機会に恵まれたことは私

にとってかけがえのたい経験であった.

日仏KAIKO計画の全体を通して研究を行なってき

た方々に小川勇二郎と竹内章カミいる.彼らも私と同じ

気持であると推察される.国立市の公民館に中村先生

カミまねかれ三宅島の講演を2時間にわたってされたこと

がある.そのおり公民館とは目と鼻の先であった拙

宅に講演終了後立寄られ家内の手作りの料理を食べたが

ら深夜まで話をしたのも忘れられたい思い出である.

中村先生からは様々たことを教えられた.私はその

中に自然というものの奥行の深さに驚異を感じた.

私達には何でもたいようたものが中村先生にかかるとあ

たかもそれが生きものの如くにたり何でもたい地域が

世界的にみて普遍的な地球科学的問題を持って来るので

ある.また中村先生は常に言葉少くなで静かではあ

るがその言葉の中には威圧する鋭さとそして若手研究者

を育てようとする優しさがあふれていたのである.そ

してその中村先生の暖かい言葉によって何と多くの若

い人達カミ救われそLて育ったことであろうか?中村先

生は事情カミあって自分の弟子を持たれていたい.その

唯一の例外は自尾君であろう.しかし多くの若手研

究者達は我こそが中村先生の弟子であると言いたがって

いる.お葬式の目に門下生一同という花束の札を見て

多くの人カミ不思議に思ったに違いない.しかし中村先

生からいろいろ教えを受けて何か面白い論文を書くきっ

かげを見つけた人はすべて自分は中村門下生だと信じて

いるに違いたい.

夜考え事をしていたり書き物をしている時に｢君違

うよそんたのわかっていたいナｰそれはねこうた

んだよ｣という中村先生の口癖が聞えてくるようた気が

してたらたい.中村先生は私達やそれよりもっと若い

世代の科学者にとってかげがえのたい人であった.そ

のことは｢地球｣に書かれた多くの方々の追悼を読めぱ

よくわかる.私はオルレアン大学のカテ(Cadet)連

の電報をここで再び思い出す(表2).

Sciencehas1ostagreatscientestandwe亘｡sta

faithfu1friendという名文を.

私たちが今ここでなすべきことは石橋氏の言うように
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｢精神を受継いでアイディアを乗越える｣ことではたい

だろうか.

6.あとがき

私がこの小文を書くにいたった動機は中村一明氏と

何度も共に洋上生活を送り彼が海洋底地球科学の分野

に多くの貢献をされていることをよく知っている数少た

い一人が私であるからである.そして私より若い世

代の人達に中村一明流の発想を理解しそれを引き継い

で欲しいと願うからである.若い世代の人々の多くが

海をテｰマにし洋上の研究観測生活を送っておられる

事を思うと海洋底地球科学の分野は今後益々発展して

いく事が期待される.中村一明氏の海に対するアイデ

ィアや業績は小文に述べた9つにはとどまらない.若い

世代の人々が中村一明氏≡の精神を引き継ぎアイディアを

乗り越えて行く日はそう遠くはたいだろうと思われる.
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